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為政第二  

７ 子
し

游
ゆう

 孝
こう

を問
と

う。子
し

曰
いわ

く、今
いま

の孝
こう

は、是
こ

れ能
よ

く 養
やしな

うを謂
い

う。犬
けん

馬
ば

に至
いた

るまで、皆
みな

能
よ

く 養
やしな

うこと有
あ

り。敬
けい

せずんば、何
なに

を以
もっ

て別
わか

たんやと。 
 

子游は孔子より 45歳年下で、礼法の専門家です。その子游が孝について孔子に質問をし

ました。孔子が答えるには、最近の孝というものは、養うだけのものをいうことが多い。

犬馬に至るまで子供をよく食べさせるということはある。人間の孝と犬や馬の孝と、どう

やって分ければよいのか。人間は親を扶養し、面倒を見るだけではいけない。必ず尊敬の

念をもって親に尽くさねばならない。 

ここら辺は自分自身の家庭をよく考えてみて、親御さんがもう亡くなっておられれば、亡

くなる少し前はどうだったろうかと考えてみて、親を粗末に扱っているのであれば、或い

は扱ったという反省があれば、子供が自分を粗末に扱っても、そうそう文句は言えないだ

ろうと感じます。 

 

８ 子夏
し か

 孝
こう

を問
と

う。子
し

曰
いわ

く、色
いろ

難
かた

し。事
こと

有
あ

れば弟
てい

子
し

其
そ

の労
ろう

に服
ふく

し、酒
しゅ

食
し

有
あ

れば先
せん

生
せい

に

饌
せん

す。 曽
すなわ

ち是
こ

れ以
もっ

て孝
こう

と為
な

すかと。 
 

 子夏が同じく孝を問いています。孔子が言うには、まず表情が嬉しそうでなければいけ

ない。村で行事があれば、若者たちは勤労奉仕をするであろう。そしてその後、宴会をす

れば、長老者たちに酒食を差し上げるであろう。これは表面的なものだから、親に対して

もこれと同じように表面的な通り一遍の孝では、孝とは言わない。 

ここは、「色養の孝」と言います。「色養の孝」とは、渋澤栄一がこういう言い方をして

います。親の表情を見て、今おなかが空いているとか、何がして貰いたいのかを察するよ

うな孝行でなければいけないということです。 

 

９ 子
し

曰
いわ

く、吾
われ

 回
かい

と言
い

うこと 終
しゅう

日
じつ

、違
たが

わざること愚
ぐ

なるが如
ごと

し。退
しりぞ

きて其
そ

の 私
わたくし

を

省
かえりみ

れば、亦
また

以
もっ

て発
はっ

するに足
た

れり。回
かい

や愚
ぐ

ならず。 
 

孔子が言うには、顔回と一日中、朝から晩まで話をしていても、一切、顔回は私に対し



 

 

て異論を言わないし質問もしない。何も言わないで、ただじっと、愚か者が座っているだ

けのように見える。しかし顔回が退いて、日常生活でどのように私の言ったことを活かし

ているか観察してみると、非常に明らかなことであった。「一を聞いて十を知る」の例えの

如く、私の言った事を上回って行動している。これは大した人間だ。 

 

10 子
し

曰
いわ

く、其
そ

の以
な

す 所
ところ

を視
み

、其
そ

の由
よ

る 所
ところ

を観
み

、其
そ

の安
やす

んずる 所
ところ

を察
さっ

すれば、人
ひと

焉
いずく

んぞ廋
かく

さんや、人
ひと

焉
いずく

んぞ廋
かく

さんや。 
 

孔子が言うには、人間と付き合う時には、観察する方法がある。視・観・察というもので

ある。 

其
そ

の以
な

す 所
ところ

を視
み

・・・その人間がどのような行動をとるかをよく観察する必要がある。 
例えば、鳩山さんがどういう行動をするか。余裕があれば小沢さんがどういう行動をする

か。その行動をよく観察をすることです。 

其
そ

の由
よ

る 所
ところ

を観
み

・・・その動機は何かをよく見る。 
高速道路無料や、子供手当て一人当たり 312,000 円のお金を助成するとか、消費税を 4

年間上げないとか、いくつかの発言をしていますが、それはどういう動機なのかをよく見

極める必要がある。その動機が自分なりに納得できたら、その次の段階になります。 

其
そ

の安
やす

んずる 所
ところ

を察
さっ

すれば・・・本人が満足をしたところ、どういう時に満足するのか

をよく見る。 

高速道路が無料になった時に、鳩山さんがこれで良かったと満足するのはどこなのか。こ

れから賛成・反対色々な発言が出てくると思うのですが、これで良かったと鳩山さんが言

う時があるかどうか、なければ表情をよく見て、腹の中を洞察する必要があると思います。 

 

これは人間観察法といって、安岡正篤先生がこれを元にして「見・観・察」という人物観

察法を世に紹介しています。 

そういうふうに、その人物の行動・動機・満足感をしっかり国民が見ていれば、どうにも

隠せるわけがない。全部腹の底まで見透かされてしまうだろうから、次、4年後に投票する

時には、大いにその結果を活かす方がよろしいでしょう。このように視・観・察を読みま

したのでご紹介しました。 


